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津山工業高等専門学校
写真同好会

２ページ目に掲載の不妊不育治
療支援事業　助成内容　１万５
千円から○万円に増額

➡ ○に入る数字１字は?

広報調査特別委員会　［委員長］ 吉田耕造　［副委員長］ 寺坂典子
　　　　　　　　　　［委　員］ 岡田康弘、白石まこと、津本辰己、原行則、丸尾勝

　津山、津山工業、美作高校生、津山高専生の皆さん、
素晴らしい表紙写真をご提供いただき、ありがとうござ
います。毎回力作です！（康）

　みんちゃいクイズの応募件数が史上最高件数でした。
今後、より多くの方に読んでいただけるよう頑張って取
り組んでいきます。（ま）

つやま市議会だよりは、環境保護のため再生紙と植物油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクル（雑紙）にご協力ください。

次のクイズにご回答ください。

正解者の中から抽選でプレゼント

編 集 後 記

締切は 令和5年12月20日（消印有効）

A.図書カード（500円） 　　　　　　　 5名様
B.あば温泉無料入浴券（5枚） 　　 5名様
C.津山まなびの鉄道館無料優待券（1枚） 5名様
D.アルネ津山レストラン「城見亭」
　 お食事クーポン500円分 　　　　　5名様
当選者の発表はプレゼントの発送をもって
代えさせていただきます。

No.112 令和5年
9月定例会

「とある冬の日」 （津山工業高等専門学校 写真同好会）　撮影場所：津山高専北辰寮

政務活動費の活用状況をお知らせします
市政のあり方を問う
補正予算第４次修正案、賛成反対討論
あの質問その後どうなった、厚生委員会出前懇談会

令和５年度一般会計補正予算第４次・第５次 ②～③
④～⑤
⑥～⑫
⑫～⑭
⑮

いつもみんちゃいクイズへご参加いただき、
ありがとうございます。
みんちゃいを読んだ感想や議会への意見など、
大変参考にさせていただいています。
これからも、貴重なご意見、お待ちしております。

クイズ応募状況（過去3回）

ハガキ

18件

19件

24件

108号

109号

111号

ネット

59件

43件

83件

合 計

77件

62件

107件

我々は現在20名で日々の風景や物事を撮影
しています。部員の中には留学生もおり、国を
越えた様々な違った感性を持つ部員が日々
尽力しております。

　一般の方でも市議会傍聴ができると
いうことで行ってみたいと思いました。

　市議会開催日はいつでも誰でも本会議を
傍聴することができます。ぜひ、傍聴にお越し
ください。（康）

第31回

問

 みんちゃいクイズ

ハガキで応募 ハガキに 「①答え　②議会だよりの感想　③議会への意見　④住所　
⑤氏名　⑥年齢　⑦希望するプレゼント」　をご記入の上お送りください。

インターネットで
応募

右の二次元バーコードを読み取ると
「みんちゃいクイズ応募フォーム」につながりますので、
必要事項を入力の上応募してください。

ク イ ズ へ の 参 加

あ り が と う ご ざ い ま す

お便り紹介 ～ご意見にお答えします～ 今月の表紙

〒708-8501 津山市山北520 津山市議会事務局あて宛先

ご意見

30代
市内在住

回答

　移住してから初めて拝見しました。質
問コーナーに驚きました。こんなに答え
てくれる市議会があることが嬉しいです。
移住してきて良かったと感じています。

　移住してきてくれてありがとうございます。
今後もよりよい津山市にしていきたいと思い
ます。（ま）

ご意見

20代
市内在住

回答



津山市の市算

　当補正予算（第４次）は、国・県の補助事業に対応
する事業費の調整や、６月補正予算編成後の対応
などが盛り込まれ、８月28日に上程、９月20日に可
決されました。当補正予算額は、５億
3,620万円で、補正後の予算総額は
499億9,379万７千円となります。
　主な事業を紹介します。

　当補正予算（第５次）は、令和５年８月の台風７号災
害の緊急対応や復旧事業に要する経費等が編成され、
９月20日上程・可決されました。（質疑はP14に掲載）
　当補正予算額は、４億257万６千円で、補正後の予
算総額は503億9,637万３千円となります。
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令和５年９月定例会

令和５年度一般会計補正予算（第４次）

令和５年９月定例会

令和５年度一般会計補正予算（第５次）

公用車ＥＶ導入事業

2,385万円 津山市負担 880万円
国県補助等 1,505万円

　省エネルギー、クリーンエネルギーの導入を推進し、温室
効果ガス排出量を削減するため、更新時期を迎えた公用車をＥＶ車へ更新します。
内容　ＥＶ軽乗用７台分

不妊不育治療支援事業

125万円 津山市負担 125万円　
国県補助等 ０円

　令和４年４月から保険適用となった一般不妊治療の自己負
担分について、津山市独自の助成制度を行っていますが、不
妊・不育に悩む夫婦が安心して治療を受けられるよう、さらに助成額や回数を拡大します。
助成内容　１年度当たりの上限額を１万５千円から４万円に増額
　　　　　　（通算３回までを子１人当たり３回までに拡大）

ＡＩデマンド交通事業

2,529万5千円 津山市負担 2,209万5千円　
国県補助等 320万円

　移動手段を持たない高齢者や障害者などの外出支援を図
るため、阿波、加茂、勝北、久米地域で運行している市営バ
ス、福祉巡回バス等の運行形態を見直し、ＡＩ等の先進技術を活用し、予約に応じて、
自宅周辺から、地域内の目的地や駅・バス停などの公共交通結節点へ乗り換えなく移
動できる配車システム等にするための導入実証実験を行います。

道路除雪管理費

3,413万1千円 津山市負担 1,571万5千円　
国県補助等 1,841万6千円

　冬季の市道における雪害の防止と、交通の安全を確保し、
効率的な除雪と凍結防止剤の散布作業を実施するための補
正です。

公民館整備事業

2,012万2千円 津山市負担 432万2千円　
国県補助等 1,580万円

　災害時の避難所に指定され、地域の生涯学習の拠点施設
である大崎公民館を建て替えます。

久米総合文化運動公園市民プール整備基本計画策定事業

200万円 津山市負担 200万円　
国県補助等 ０円

国県補助等 1億400万円

津山市負担 3,300万円

　久米総合文化運動公園市民プール整備基本計画の策定に
向けた調査等に係る経費です。

農業用施設災害復旧事業　1億400万円
　水路10件、農道１件（阿波、加茂町知和、上田邑地内ほか）

道路維持管理費　3,300万円
　小規模な被災箇所の修繕、倒木撤去等の応急復旧81件（全域）

主な事業



政務活動費ってなに？Q
　政務活動費とは、議員活動の充実を図り、その成果を市政発展につなげるため議員
に交付されるものです。調査研究などの議員活動に必要な経費の一部として、津山市
議会では、一人当たり月額５万円（年額６０万円）が交付されます。

�����万�����円

�����万 �����円

（議員１人平均 約43万円）です。

どれくらい使われている？Q

適正に使われている？Q
　津山市議会では独自に「政務活動費運用マニュアル」を作成し、事務所費などへの支
出割合は４分の１とするなど、適正な政務活動費の運用のため、常に議員間で話し合
いをしています。

何に使ったのか知ることはできる？Q
　政務活動費の使途については、その透明性を高めるため、支出伝票、領収書、出張報
告書等を公開しています。どなたでも、誰が何に使ったのかを見ることができます。
　閲覧する方法は以下のとおりです。

❶ 市議会ホームページから見ることができます。

❷ 議会事務局にある図書室で見ることができます。
（右の二次元バーコードからアクセスできます）

費目別の支出は以下のとおりです

※政務活動費の残余額は返還し、交付額を超える支出は議員の自己負担

費　目 支給額※
（割合） 説　明

調査研究費、
要請・陳情活動費

研修費、会議費

広報費

広聴費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

合　計

���������円
������

�������円
�����

���������円
������

�����円
�����

�������円
�����

���������円
������

�円

�������円
�����

議員が行う市の事務・地方行財政等に関する調査研
究、要請・陳情活動などを行うために必要な経費
【例】先進事例の視察や陳情活動などを行うための旅費
議員活動を行うために必要な燃料費や通信費など

研修会・意見交換会等の会議に参加または開催する
ために必要な経費
【例】セミナーへの参加費など

調査研究活動、議会活動及び市の施策を市民に広報
するために必要な経費
【例】議員発行の報告紙などの印刷費や郵送料
ホームページの作成費、管理費など

市民からの要望や意見を収集するために必要な経費
【例】意見交換会場借上料など

各種資料の作成に必要な経費
【例】コピー機リース料、コピー用紙代、インク代など

各種資料の購入に必要な経費
【例】図書購入費、情報サイト利用料金、新聞購入費など

活動に必要な事務所の設置・管理に必要な経費
【例】事務所の賃借料や光熱水費、通信費など

調査研究活動を補助する職員の雇用に必要な経費
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議員の活動が見えてくる

政務活動費の活用状況をお知らせします
令和4年度中の政務活動費支出総額は



　議員が市の行政全般について、市長など
執行機関に方針や疑問点を質問するもので
す。詳細は津山市議会ホームページの「会議
録検索」などでもご覧いただけます。
　また、各議員の二次元バーコードをス
マートフォンなどで読み取ると、質問の様子
（録画映像）を見ることができます。

　
　
園
児
が
減
少
傾
向
に

あ
る
園
は
、
今
後
、
園
経

営
が
苦
し
く
な
っ
て
い
く
と

考
え
る
。
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
今
後
の
少
子
化
に
よ

る
園
経
営
を
考
慮
し
、
利

用
定
員
の
増
減
に
関
す
る

基
本
的
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て

関
係
団
体
と
協
議
中
で
あ

る
。
私
立
幼
稚
園
は
、
県

の
所
管
で
あ
る
た
め
、
運

営
状
況
の
把
握
が
難
し
い

が
、
利
用
定
員
に
関
し
て

は
、
保
護
者
の
利
用
希
望

や
人
口
動
態
等
も
考
慮
し

な
が
ら
、
各
園
の
運
営
状

況
に
合
わ
せ
て
関
係
団
体

と
定
員
協
議
を
行
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
本
市
と

し
て
は
、「
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
多

世
代
共
生
の
津
山
」
を
実

現
す
る
た
め
に
、
保
育
環

境
の
充
実
は
必
要
不
可
欠

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も

各
施
設
の
状
況
に
応
じ
て

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
こ
の
一
年
で
、
４
回
の

火
災
を
出
し
周
囲
や
隣
接

自
治
体
ま
で
、
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
エ
コ

商
事
に
対
し
て
は
、
自
分

事
と
捉
え
、
改
善
さ
れ
な

い
現
状
を
鑑
み
、
法
整
備

を
含
め
た
強
い
対
応
が
必

要
で
は
。

　
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
大
変
遺
憾
な
こ
と
と

認
識
し
て
い
る
。
岡
山
県

や
関
係
諸
機
関
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
条
例
の

制
定
な
ど
実
効
性
の
確
保

に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
人
の
少
な
い
地
域
に

お
け
る
住
民
の
足
の
確
保

と
、
そ
れ
を
支
え
る
タ
ク

シ
ー
等
零
細
事
業
者
の
救

済
及
び
支
援
策
が
必
要
で

は
。

　
　
二
種
免
許
取
得
支
援

や
効
果
的
な
支
援
を
行
い

Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証

実
験
を
進
め
、
既
存
の
事

業
者
の
参
画
を
含
め
た
持

続
可
能
な
地
域
交
通
の
維

持
・
確
保
を
目
指
し
た
い
。

未 来
政岡哲弘

市民のための
行政施策

安心して子どもを育て
られる津山に

火災発生中の事業所（院庄）

紅葉が美しい「アメリカフウ」

津山城備中櫓と紅葉

市
民
の
生
活
と
安
全
を

守
る
た
め
の
施
策
実
施

過
疎
地
に
お
け
る

地
域
公
共
交
通
施
策

少
子
化
に
伴
う
教
育・

保
育
施
設
へ
の
対
応
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答 問

答 問

答 問

一般質問
一般質問とは

市政会
岡田康弘

　
　
令
和
４
年
度
の
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
の
捕
獲
頭
数

と
農
産
物
被
害
額
は
。

　
　
イ
ノ
シ
シ
が
１
，
０
８

１
頭
４
５
７
万
円
、
シ
カ

が
１
，
４
０
２
頭
２
９
１

万
円
。

　
　
駆
除
活
動
の
新
た
な

担
い
手
の
勧
誘
に
向
け
た

対
応
策
は
。

　
　
狩
猟
活
動
の
普
及
啓

発
や
安
全
講
習
の
充
実
。

免
許
取
得
の
際
の
負
担
軽

減
に
努
め
る
。

　
　
ジ
ビ
エ
施
設
を
整
備

す
る
べ
き
で
は
。

　
　
地
域
共
通
の
課
題
と

し
て
、
定
住
自
立
圏
調
整

会
議
で
協
議
を
重
ね
て
い

る
。

　
　
久
米
地
域
よ
り
新

プ
ー
ル
建
設
を
求
め
る
陳

情
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

改
め
て
、
久
米
市
民
プ
ー

ル
の
更
新
、
新
築
の
必
要

性
は
。

　
　
年
間
約
５
万
人
の
利

用
者
と
久
米
中
学
校
の
水

泳
授
業
、
ま
た
、
ワ
ン
セ
ッ

ト
主
義
＊
か
ら
の
脱
却
を
図

る
た
め
、新
久
米
市
民
プ
ー

ル
が
必
要
と
判
断
し
た
。

　
　
学
校
給
食
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ

樹
脂
食
器
を
３
学
期
か
ら

導
入
す
る
の
か
。
児
童
生

徒
の
健
康
へ
の
影
響
は
な

い
の
か
。

　
　
３
学
期
か
ら
戸
島
学

校
食
育
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
の

小
中
学
校
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂

茶
碗
を
導
入
す
る
。
健
康

に
影
響
は
な
い
。

　
　
地
方
交
付
税
の
減
額

理
由
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
活
用
は
。

　
　
交
付
税
の
減
額
は
、

需
要
額
の
差
異
と
下
水
道

費
の
過
年
度
分
錯
誤
額
を

一
括
調
整
し
た
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
て

「
行
か
な
く
て
よ
い
市
役

所
・
書
か
な
い
窓
口
サ
ー

ビ
ス
」
を
推
進
す
る
。

　
　
新
市
民
プ
ー
ル
の
整

備
基
本
計
画
策
定
調
査
委

託
は
必
要
か
。
大
会
開
催

に
よ
る
影
響
は
。

　
　
基
本
計
画
の
策
定
に

必
要
な
数
値
や
他
都
市
の

事
例
と
分
析
の
た
め
必
要
。

大
会
開
催
の
混
乱
や
日
常

生
活
へ
の
影
響
は
少
な
い
。

市民が第一
丸尾勝

新プール整備基本計画
策定調査費は必要か？

久米市民プールの新築
整備を早急に

学
校
給
食

久
米
市
民
プ
ー
ル

地
方
交
付
税・マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

有
害
鳥
獣
対
策

久
米
市
民
プ
ー
ル

　
　
市
役
所
北
側
の
ア
メ

リ
カ
フ
ウ
の
一
部
を
な
ぜ
伐

採
し
た
の
か
。

　
　
災
害
時
の
活
動
、
物

資
輸
送
な
ど
の
防
災
の
観

点
と
交
通
安
全
対
策
の
重

要
性
か
ら
歩
道
整
備
を
行

う
た
め
。

　
　
庁
舎
建
設
時
に
栃
木

県
か
ら
取
り
寄
せ
た
苗
木

85
本
を
植
栽
し
、
津
山
百

景
に
選
定
さ
れ
、
鮮
や
か

な
彩
り
で
市
民
が
魅
了
さ

れ
て
い
た
。
今
後
の
街
路

樹
伐
採
計
画
が
あ
る
の
か
。

　
　
今
年
度
か
ら
５
カ
年

計
画
で
鶴
山
通
り
、
産
業

道
路
な
ど
で
計
画
し
て
い

る
。

　
　
物
価
・
資
材
高
騰
対

策
を
他
都
市
で
は
提
案
さ

れ
て
い
る
が
本
市
も
補
正

予
算
で
対
策
、
対
応
を
。

　
　
状
況
を
見
据
え
対

応
。

　
　
台
風
７
号
被
害
対
応

の
補
正
予
算
を
。

　
　
被
害
状
況
を
と
り
ま
と

め
予
算
編
成
を
検
討
す
る
。

市民与党 津山
金田稔久

津山百景のアメリカフウを
なぜ伐採したのか

街
路
樹
伐
採

物
価・資
材
高
騰
対
策

台
風
被
害
対
策

未 来
勝浦正樹

＊ワンセット主義…必要なものは何でも一通りそろえておこうという考え方

答 問

答 答問

答 問

答 問

答 答問答 問

問

答 答問

答 問問

問

様々なメリットがある
マイナンバーカード
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谷
口
市
長
は
定
例
記

者
会
見
で
、
津
山
線
の
列

車
を
水
素
燃
料
で
走
ら
せ

た
い
旨
の
発
言
を
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
る
。
夢
の
よ

う
な
話
だ
が
、
是
非
と
も

夢
を
形
に
し
て
は
。

　
　
水
素
は
脱
炭
素
化
の

鍵
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
。Ｊ
Ｒ
津
山
線
へ
の
水

素
燃
料
電
池
列
車
の
導
入

は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
向
け
た
取
組

の
一
つ
で
あ
り
、
２
０
３
０

年
代
の
導
入
を
目
指
し
た

い
。
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

世
界
市
場
は
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
年
間
２
．
５
兆

ド
ル
の
収
益
と
３
，
０
０

０
万
人
の
雇
用
創
出
も
予

測
さ
れ
る
。
本
市
で
は
、

水
素
燃
料
電
池
列
車
の
Ｊ

Ｒ
津
山
線
へ
の
導
入
と
並

行
し
、
市
内
の
駅
を
バ
ス
、

ト
ラ
ッ
ク
、
乗
用
車
に
対
す

る
水
素
供
給
の
拠
点
と
し

て
活
用
す
る
ほ
か
、
本
市

独
自
の
水
素
利
活
用
に
向

け
た
取
組
も
検
討
し
て
い

る
。

　
　
発
症
予
防
の
た
め
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
公
費
助

成
制
度
を
早
急
に
導
入
す

べ
き
。

　
　
国
に
お
い
て
定
期
予

防
接
種
を
検
討
中
。
国
の

動
向
、
県
内
市
町
村
の
状

況
や
医
師
会
の
意
見
、
他

の
助
成
制
度
と
の
整
合
性

等
を
踏
ま
え
、検
討
し
た
い
。

　
　
７
月
１
日
か
ら
、
県

内
初
の
取
組
「
ヘ
ル
プ
シ
ー

ル
」
の
交
付
状
況
は
。

　
　
申
請
者
は
30
人
。
ヘ
ル

プ
シ
ー
ル
を
き
っ
か
け
に
、

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
や
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
も
併
せ
て
申
請
さ
れ

る
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
台
風
７
号
で
発
生
し

た
広
戸
風
で
勝
北
中
学
校

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
使
用
不

可
能
。
全
面
改
修
を
。

　
　
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
一
部

を
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
簡
易

ネ
ッ
ト
等
の
器
具
を
購
入
。

学
校
施
設
の
復
旧
に
際
し

て
、
文
部
科
学
省
の
制
度

の
活
用
が
可
能
で
あ
る
。

未 来
寺坂典子

帯状疱疹ワクチンの公費
助成制度導入を

脱炭素社会の実現に
向けての政策は

水素燃料電池列車の導入は

「ヘルプシール」ご利用ください

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

ほ
う
し
ん

ほうしん
ほ
う
し
ん

ヘ
ル
プ
シ
ー
ル

学
校
施
設
整
備

水
素
燃
料
電
池
列
車

　
　
登
下
校
時
の
児
童
、

生
徒
の
熱
中
症
対
策
へ
の

考
え
、
対
策
は
。

　
　
登
下
校
時
は
マ
ス
ク

は
必
要
な
い
こ
と
、
帽
子

や
日
傘
の
使
用
、
こ
ま
め

な
水
分
補
給
等
を
指
導
し

て
い
る
。
併
せ
て
安
全
配

慮
の
観
点
か
ら
複
数
で
の

登
下
校
を
奨
励
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
対
策
を
よ
り
効

果
的
に
す
る
た
め
に
家
庭

や
地
域
と
の
連
携
を
進
め

学
校
の
取
組
を
保
護
者
へ

周
知
し
、
共
有
し
て
い
る
。

　
　
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

利
用
料
金
減
額
審
査
の
検

討
を
。

　
　
一
律
に
利
用
料
金
を

減
額
す
る
こ
と
や
、
開
催

内
容
に
よ
っ
て
減
額
の
線

引
き
を
行
う
こ
と
は
難
し

く
、
公
平
性
の
観
点
か
ら

も
、
慎
重
に
検
討
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
ご
ん
ご
バ
ス
運
行
ル
ー

ト
に
つ
い
て

未 来
上山はるうみ

児童、生徒の
熱中症対策は

熱
中
症
対
策

公
共
施
設
利
用
料

津山自由民主倶楽部
吉田耕造

●政治家は、葬儀の花輪・供花は禁止されています。 ●政治家は、お祭りへの寄附や差し入れは禁止されています。

　
　
津
山
ま
つ
り
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ま
つ
り
の
紹
介
と

だ
ん
じ
り
の
巡
行
コ
ー
ス

を
掲
載
し
て
い
る
が
、
神

輿
の
担
ぎ
手
や
だ
ん
じ
り

の
曳
き
手
、
子
ど
も
の
乗

り
手
な
ど
の
募
集
フ
ォ
ー

ム
を
追
記
し
て
は
。
そ
う

す
る
事
で
ま
つ
り
に
多
く

の
人
が
関
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
伝
統
文
化
に
携
わ

る
こ
と
で
郷
土
愛
に
繋
が

り
、
何
よ
り
津
山
ま
つ
り

は
世
界
に
誇
れ
る
価
値
が

あ
る
。
こ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
活
か
さ
な
い
手
は
な

い
と
思
う
が
。

　
　
様
々
な
課
題
は
あ
る

が
、
今
後
町
内
会
な
ど
と

の
調
整
等
を
図
り
、
前
向

き
に
検
討
す
る
。
ま
た
、

津
山
ま
つ
り
は
多
く
の
観

光
客
を
誘
客
で
き
る
も
の

と
考
え
て
お
り
観
光
客
を

誘
客
す
る
こ
と
で
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
も
繋
が

る
こ
と
か
ら
効
果
的
な
情

報
発
信
等
行
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
防
災
に
つ
い
て

◆
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
に
つ
い
て

　
　
過
小
規
模
校
に
関
わ

る
方
策
は
。

　
　
近
隣
小
学
校
同
士
の

統
合
、
中
学
校
と
複
数
の

小
学
校
の
小
中
一
貫
型
小
学

校
・
中
学
校
化
、
中
学
校

と
複
数
の
小
学
校
の
義
務

教
育
学
校
化
の
３
つ
の
方

策
を
９
月
末
か
ら
中
学
校

単
位
で
保
護
者
、
地
域
の

方
へ
説
明
会
を
開
催
予
定
。

　
　
映
画
館
開
設
に
向
け
た

調
査
研
究
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
県
外
の
映
画
館
視
察
、

配
給
会
社
、
シ
ネ
コ
ン
設

計
事
務
所
か
ら
の
情
報
収

集
。
本
市
で
の
運
営
方
法
、

施
設
規
模
、
立
地
場
所
等

に
つ
い
て
検
討
中
。
今
後

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
。

　
　
令
和
４
年
度
行
財
政

改
革
効
果
額
は
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、
広

告
事
業
収
入
な
ど
の
歳
入

確
保
、
民
間
活
力
、
公
民

連
携
取
り
組
み
強
化
に
よ

り
、
目
標
額
３
億
円
に
対

し
、
４
億
４
，
５
０
０
万

円
の
効
果
額
実
績
。

未 来
髙橋寿治

映画館開設へ向けて

まつりを通じて地域づくり、
観光振興を

神輿の荘厳な姿は必見！

屋外トイレの設置を早急に！

教
育

映
画
館

行
財
政
改
革

津
山
ま
つ
り

　
　
夏
休
み
中
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
よ
る
プ
ー
ル

使
用
は
あ
っ
た
か
。
プ
ー

ル
使
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備

は
。Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
講
習

会
の
実
施
は
。

　
　
プ
ー
ル
を
使
用
し
た

ク
ラ
ブ
は
市
内
26
ク
ラ
ブ

中
９
ク
ラ
ブ
。
こ
の
う
ち
、

プ
ー
ル
活
動
等
に
お
け
る

安
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
て
い
る
の
は
５
ク

ラ
ブ
。Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
た
応

急
処
置
の
講
習
を
秋
ご
ろ

実
施
す
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
　
弥
生
の
里
文
化
財
セ

ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
沼
遺

跡
公
園
に
屋
外
ト
イ
レ
の
設

置
が
早
急
に
で
き
な
い
か
。

　
　
土
日
に
公
園
を
訪
れ

た
方
に
は
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
る
。
屋
外
ト
イ

レ
設
置
の
必
要
性
は
充
分

に
認
識
し
、
検
討
を
進
め

て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
は

公明党津山市議団
広谷桂子

沼遺跡公園の屋外トイレ
設置予定は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

公
共
施
設
整
備

ツヤマノチカラ
白石まこと

答 問答 問

答 問

答 問

答 問

答 答問

問

問

答 答

答

問

問

答 問

答 問

み

い

こ
し

ひ

つ
な
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６
月
議
会
で
選
挙
期

間
中
の
松
本
議
員
へ
の
応

援
に
関
す
る
質
問
を
行
っ

た
が
市
長
の
答
弁
を
聞
い

た
市
民
か
ら
市
長
の
答
弁

は
ど
う
な
の
か
、
津
山
が

心
配
と
の
声
に
市
長
は
ど

う
応
え
る
の
か
。

　
　
６
月
定
例
会
に
お
い

て
は
、
選
挙
で
選
ば
れ
た

議
員
に
対
し
て
、相
応
し
い
、

相
応
し
く
な
い
と
い
っ
た
こ

と
に
市
長
が
言
及
す
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
答
弁
を
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
　
市
長
の
答
弁
を
聞
い

た
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
受

け
止
め
る
か
。

　
　
本
市
の
賢
明
な
子
ど

も
た
ち
に
は
、
地
方
自
治

制
度
の
趣
旨
に
基
づ
く
、

私
（
市
長
）
の
答
弁
の
意

味
は
、
理
解
い
た
だ
け
る

と
思
う
。
議
会
の
質
疑
に

お
い
て
、
本
市
の
将
来
の
た

め
の
建
設
的
な
議
論
を
期

待
し
て
お
ら
れ
る
も
の
と

思
う
。

　
　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
課
題
を

論
じ
る
教
育
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
が
、
教
育
長
を
含

め
５
人
で
は
少
な
い
の
で

は
。
教
育
委
員
を
一
人
増

や
せ
な
い
の
か
。

　
　
条
例
に
よ
り
増
員
す

る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現

在
十
分
に
任
を
果
た
し
て

お
り
増
員
の
必
要
は
な
い
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

デ
ジ
タ
ル
機
器
に
詳
し
い

委
員
が
い
な
い
。
法
的
に

障
壁
も
な
く
、
増
員
し
て

い
る
同
規
模
自
治
体
が
幾

つ
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
も
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

等
の
観
点
か
ら
も
、
デ
ジ

タ
ル
人
材
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
く
べ
き
。

　
　
特
定
の
分
野
に
お
い

て
専
門
的
な
意
見
が
必
要

で
あ
れ
ば
、
教
育
委
員
会

に
お
い
て
も
み
ら
い
戦
略

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
等
を
活
用
す

る
こ
と
も
方
策
の
一
つ
で
あ

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
市
民
の
健
康
と
命
を
守

る
た
め
に

◆
生
活
を
よ
り
快
適
に
し

て
い
く
た
め
の
取
組

ツヤマノチカラ
三浦ひらく

教育委員会にも
デジタル人材を！

市長の説明責任
って何？

デジタル社会を生きる
子どもたちに寄り添える
人材を教育委員会に 青線まで水がたまり住居に浸水

民間施設を活用
した水泳授業

か
ね
た
つ

教
育

政
治
姿
勢

　
　
院
庄
の
事
業
所
で
１

年
後
に
ま
た
火
災
が
発
生

し
た
。
本
気
で
対
処
す
る

答
弁
を
。

　
　
県
な
ど
と
の
連
携
や

情
報
共
有
な
ど
か
ら
住
民

の
皆
様
の
安
全
、
安
心
の

確
保
を
最
優
先
に
対
応
し

て
き
た
。
今
回
同
規
模
の

火
災
が
発
生
し
た
こ
と
は

大
変
遺
憾
。
改
め
て
本
市

の
関
係
部
署
、
県
を
は
じ

め
関
係
機
関
等
と
連
携
強

化
を
図
る
。

　
　
プ
ー
ル
事
業
な
ど
後

世
へ
過
度
な
負
担
に
な
る
の

で
は
。

　
　
新
た
な
財
政
負
担
が

生
じ
る
が
、
住
民
の
健
康

づ
く
り
や
生
涯
学
習
の
推

進
な
ど
本
市
に
と
っ
て
重

要
な
事
業
。
有
利
な
財
源

の
活
用
や
効
果
的
な
運
営

方
法
な
ど
検
討
す
る
と
と

も
に
事
務
事
業
の
見
直
し
、

新
た
な
歳
入
確
保
な
ど
不

断
の
行
財
政
改
革
に
取
り

組
み
、
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
努
め
る
。

市民が第一
政岡大介

院庄の事業所火災
への対応は

院
庄
地
区
の
火
災

財
政

市民が第一
河本英敏

●政治家は、町内会の集会・旅行等の催物への現金・飲食物の差し入れは禁止されています。 ●政治家は、入学祝・卒業祝（金銭・物品）は禁止されています。

　
　
小
中
学
校
特
別
教
室

の
空
調
設
備
整
備
予
定
校

は
。

　
　
小
学
校
は
東
、西
、南
、

北
、
弥
生
、
向
陽
、
院
庄
、

佐
良
山
、
一
宮
、
高
野
、

成
名
、広
野
、誠
道
の
13
校
。

中
学
校
は
津
山
東
、
中
道
、

津
山
西
の
３
校
。

　
　
今
回
の
整
備
計
画
に

漏
れ
た
学
校
の
設
置
予
定

は
。

　
　
現
時
点
で
計
画
は
未

着
手
の
状
況
。
可
能
な
限
り

早
期
に
設
置
完
了
し
た
い
。

　
　
民
間
施
設
を
活
用
し

た
水
泳
授
業
の
今
後
は
。

　
　
学
校
プ
ー
ル
の
老
朽

化
や
児
童
生
徒
数
の
推
移

等
を
鑑
み
れ
ば
、
１
校
１

プ
ー
ル
の
授
業
実
施
は
見

直
し
が
必
要
。
来
年
度
末

に
は
方
針
を
明
確
に
示
す
。

　
　
学
校
給
食
の
津
山
産

小
麦
を
使
用
し
た
麺
の
提

供
で
生
じ
る
単
価
上
昇
分

は
、
給
食
費
で
賄
わ
れ
る

の
か
。

　
　
給
食
費
で
は
な
く
、

農
林
部
の
津
山
産
小
麦
普

及
促
進
事
業
で
公
費
負
担
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
子
ど
も
医
療
費
給
付

◆
地
域
商
社
・
曲
辰

　
　
河
辺
ポ
ン
プ
ゲ
ー
ト

の
す
ぐ
南
の
樋
門
付
近
で

住
宅
の
浸
水
被
害
が
あ
り
、

消
防
団
の
排
水
作
業
で
大

事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

今
後
の
対
策
は
。

　
　
そ
の
地
域
の
内
水
排

除
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

今
年
度
ポ
ン
プ
ゲ
ー
ト
上

流
の
幹
線
雨
水
路
へ
の
バ
イ

パ
ス
工
事
を
実
施
し
浸
水

被
害
の
軽
減
を
図
る
。

　
　
加
茂
地
区
の
井
堰
の

取
水
口
付
近
の
小
規
模
災

害
の
対
応
は
地
元
負
担
の

軽
減
も
図
る
べ
き
。

　
　
関
係
受
益
者
の一
部
負

担
に
よ
り
修
繕
や
土
砂
撤

去
を
行
う
。
負
担
軽
減
は

次
年
度
に
向
け
検
討
す
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
副
反
応
で
苦
し

ん
で
い
る
市
民
の
救
済
は
。

　
　
相
談
が
29
件
、
国
に

被
害
救
済
を
14
件
う
ち
５

件
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

市
民
へ
の
情
報
提
供
を
丁

寧
に
行
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て

市民が第一
秋久憲司

河辺エリアの雨水排水
を改善

子どもたちの笑顔あふれる
環境の実現を

災
害
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

学
校
施
設
整
備

水
泳
授
業

学
校
給
食

　
　
保
護
猫
な
ど
の
不
妊

去
勢
手
術
助
成
を
市
が
で

き
な
い
か
。

　
　
市
独
自
の
補
助
制
度

は
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
が
、
地
域
猫
活
動
の

相
談
や
飼
い
方
の
更
な
る

啓
発
活
動
を
し
て
い
く
。

　
　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津

山
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
設
置

で
き
な
い
か
。

　
　
施
設
の
整
備
に
は
民

間
活
力
の
導
入
に
よ
る
事

業
手
法
が
望
ま
し
い
。
整

備
可
能
性
に
向
け
た
研
究

を
し
て
い
く
。

　
　
要
介
護
認
定
事
務
の

Ｄ
Ｘ
化
の
取
組
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
要
介
護
認
定
事
務
の

効
率
化
・
省
力
化
を
図
る

た
め
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
た
シ
ス
テ
ム
化
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

12
月
の
介
護
認
定
審
査
会

か
ら
仮
運
用
を
始
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
公
共
交
通
機
関

公明党津山市議団
ほかぞの千晶

介護認定事務の
ＤＸ化の取組

動
物
愛
護

介
護
現
場
の
デ
ジ
タ
ル
化

市民が第一
河村美典

答 問答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

答

問

答 答問

答 問

答 問答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

問

い　
せ
き

ふ
さ
わ

ふ
さ
わ

も

ま
か
な
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久米市民プール「レインボー」

　
　
太
陽
光
発
電
工
事
に

関
わ
っ
て
、Ｚ
社
Ｋ
氏
は
、

太
陽
光
発
電
工
事
が
実
現

で
き
る
よ
う
多
額
の
資
金

を
持
ち
込
み
、
市
長
へ
の

「
高
額
接
待
疑
惑
」「
市
長

を
含
め
て
山
分
け
し
た
」

と
ニ
ュ
ー
ス
で
流
さ
れ
た
。

双
方
に
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
、

ど
っ
ち
が
本
当
か
、
と
問

い
た
だ
す
必
要
が
あ
り
、

政
治
の
分
野
か
ら
ど
う
思

う
か
。

　
　
全
く
の
事
実
無
根
。

不
確
か
で
憶
測
に
基
づ
く

情
報
に
対
し
て
、
私
の
方

か
ら
積
極
的
に
身
の
潔
白

を
証
明
す
る
た
め
に
動
く

必
要
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
久
米
市
民
プ
ー
ル
補

正
予
算
の
委
託
料
２
０
０

万
円
は
、市
長
と
し
て
「
何

を
期
待
し
て
民
間
に
委
託

す
る
」
の
か
。

　
　
本
市
と
し
て
は
、
整

備
基
本
計
画
を
よ
り
信
頼

性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
経
験
等
を
期
待
し
、

委
託
す
る
も
の
。

　
　
日
刊
ス
パ
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
、
財

界
展
望
社
の
雑
誌
ザ
イ
テ

ン
等
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
谷
口

市
長
だ
が
、Ｚ
社
Ｋ
氏
と
の

疑
惑
等
を
こ
の
ま
ま
闇
に

ほ
う
む
っ
て
よ
い
の
か
。

市
民
の
皆
様
も
大
い
に
疑

問
を
感
じ
て
い
る
。
私
の

意
見
に
反
論
が
あ
っ
た
ら

ど
う
ぞ
。

　
　
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
風
力
発
電
事
業
に
関

わ
る
送
電
線
の
ル
ー
ト
変

更
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
事
業
者
が
決
定
す
る

も
の
と
考
え
る
が
本
市
は

事
業
者
に
対
し
地
元
住
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め

る
よ
う
お
願
い
し
て
き
た
。

　
　
公
認
プ
ー
ル
と
公
認

で
な
い
プ
ー
ル
の
費
用
等

の
比
較
は
。

　
　
公
認
プ
ー
ル
は
25

メ
ー
ト
ル
で
21
億
円
、
通

常
プ
ー
ル
は
約
16
億
円
の

試
算
と
な
る
。

市民が第一
近藤吉一郎

深まる疑惑、世間から
この問題を消すのか

太陽光発電建設工事
をめぐる課題

政
治
姿
勢

風
力
発
電
事
業

久
米
市
民
プ
ー
ル

政
治
姿
勢

久
米
市
民
プ
ー
ル

末永弘之

議案第８号令和５年度津山市一般会計補正予算
（第４次）修正案　否決

　９月20日本会議、河村美典議員ほか５名の議員から、令和５年度
津山市一般会計補正予算（第４次）に対する修正案が提出されまし
た。久米総合文化運動公園市民プール整備基本計画策定事業とし
て、整備基本計画策定のための調査等に係る経費200万円の増額補
正に対し、民間コンサルティング会社へ外部委託するのではなく、市
職員が計画策定を行うべきであるとして、減額を求める提案理由の
説明が行われました。
　採決の結果、賛成少数で否決されました。

⬆修正案の説明動画

常任委員長報告への質疑・討論
議案第８号修正案への討論

　９月20日本会議において、常任委員長報告への質疑・討論と、議案第８
号津山市一般会計補正予算（第４次）修正案への討論が行われました。

問津山中央病院に対する災害拠点病院運営補助
金1,248万２千円について、災害の内容など、委員
会内でどのような質疑を行ったか。
答本来、公的病院が担う災害時の拠点病院の役割
を担う地域災害拠点病院の運営費の一部を助成す
るものであるが、県北自治体で支援すべきであり、定
住自立圏の５町とともに補助すべきでは、との質疑を
行い、早急に取り組みたい旨の答弁を得た。また、当
該医療機関は、新型コロナウイルス感染症の５類移
行後も、２類と同様の体制で病床を確保し、重症患
者の受け入れを行っているなどの現状を踏まえ、災
害拠点病院としての医療提供体制の機能を維持す
るため、運営補助を行うものとの答弁を受けた。災害
の内容は議論していない。

　久米新市民プール建設における調査等委託料
200万円について、久米新市民プールの整備基本
計画の策定に必要な数値や他市の事例収集と分
析、各種説明会の資料作成を業者委託し、より信頼
性の高いものにしたいとのことであるが、職員の能
力、技術力を高めるという点からも、わざわざ200万
円もの支出をして、民間の力を借りて作らないとい
けないものではないと考える。
　正確な資料作成と職員の負担軽減が目的とのこ
とであるが、例えば、この200万円を台風７号災害
への復旧に充てるなどすべきと考え、久米新市民
プール建設に係る調査等委託料200万円に反対す
る。

厚生委員長報告への質疑
質疑者：末永弘之議員
答弁者：髙橋寿治議員

議案第８号　反対討論
丸尾勝議員

　当請願は、学級編制標準35人学級の中学校、高
等学校への拡大と加配など、教職員の配置の拡充、
弾力的運用を可能とする見直しを求めるものであ
る。１学級の児童・生徒数がある程度少ない方が、
学習・生活両面においてきめ細やかな支援が可能
になることは確かであると考える。近年、教育現場に
おいては、いじめ、長期欠席、不登校に加え、ヤング
ケアラー問題、グローバル社会、デジタル社会で生
き抜くための人材育成など、新たな課題への対応が
求められている。これらに対応するためには、やはり
少人数学級編制が望ましいと考える。加配教職員
の配置増を求める本請願の内容は、子供たちの今
後の教育環境の整備に不可欠なものであり、本市
独自の財政負担を軽減する上でも、本議会全員で
一致、採択すべきものであると考え、賛成する。

　久米市民プールに係る委託料200万円につい
て、民間のノウハウを生かして立派な計画書を作る
との理由であるが、通常業務の中で職員が計画書
を作るべきであり、これを実施する能力が職員には
あると私は信じている。多少の残業が生じたとして
も、200万円より高くはならないと考えるため、反対
する。
　また、津山中央病院への災害拠点病院運営補助
金1,248万２千円について、どのような災害が起こ
り、どれほどの患者を引き受け、災害拠点病院として
の機能を発揮したかが不明である。さらに、圏域の
施設であるにもかかわらず、津山市だけが補助金を
支出することについても異論があるため、反対する。

請願第３号　賛成討論
河村美典議員

議案第８号　反対討論
（議案第８号修正案 賛成討論）

末永弘之議員

答 問

答 問

答 問

答 問

答 問質疑・討論の動画



※ ○：賛成　×：反対
※ 賛否状況は電子表決システムの記録に基づいて作成しています。
※ 中島完一議員は議長のため、採決には加わりません。
※ その他の議案等は全員一致で可決、同意、答申、採択となりました。
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議案
番号

議員名

議案名

審議結果

議決結果賛
成
反
対：

令和５年度津山市一般会計補正予算
（第４次）

少人数学級の拡充及び教職員定数
改善をはかるため2024年度政府
予算に係る意見書採択の請願について

令和５年度津山市一般会計補正予算
（第４次）
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賛否一覧　議員は何をどう判断した？

議案第8号
修正案
議案第8号
原案

新食品衛生法に対応した農産加工
施設設置を求める請願

請願第4号
継続審査

請願第3号

15 14

みんちゃい107号（令和４年9月定例会）より

津山市の小麦生産の拡大は。麦の生産量拡大に向けて、
学校給食のパンに津山産小麦を使うことはできないか。

その後の状況

Q

　学校給食の地場産使用割合
の増加に努めているが、使用
する食材は、安全安心な食材
であることに加え、安定的な供
給が確保される体制と保護者
負担である給食費に見合う価
格帯であることが必要となる。
これらの課題が解決できれ
ば、食材としての活用も可能で
あると考える。

　令和５年の２学期から、
中華麺・ソフト麺・うどん
に、津山産小麦「ふくほの

か」「せときらら」を使用開始した。
　また、令和５年２月と５月に、津山産小麦の消費拡
大を図る「パンフェスタ」をアルネ津山で開催した。令
和５年12月にも開催を予定している。

その時の答え

あの質問 その後どうなった！？あの質問 その後どうなった！？ 議案第35号津山市一般会計補正予算
（第５次）への質疑

　９月20日本会議において、令和５年８月の台風７号災害の緊急対応や復旧事業に要する
経費等として、議案第35号津山市一般会計補正予算（第５次）が上程され、質疑が行われま
した。

　10月11日、厚生委員会が
津山市民生児童委員連合協
議会と懇談を行いました。

複雑化する地域の問題
民生委員　独居の高齢者が増え、急病の対応や孤独死に立ち
会うこともあります。また、核家族が増え、児童虐待などの家庭
の問題が起こっていても、介入しづらいという現実もあります。

なり手不足を解消するために
民生委員　高齢化率が70％を超える地区もあり、なり手不足
は深刻です。対策はないでしょうか。
議員　「民生委員」と聞くと、特別な活動をしていると勘違いされ
がちですが、特別なことをしているのではなく、「身近な人に寄り
添う」というごく当たり前の活動だという認識を広めたいですね。

福祉委員制度の導入を
民生委員　住民の困りごとにいち早く気づくアンテナ役とし
て、「福祉委員」が地域にいれば、協力して地域を見守ることが
でき、民生委員の活動がより円滑に進むと思います。
議員　民生委員の活動がより充実するために、調査・研究を進
めたいと思います。

問農林水産業費の地域農業振興事業費修繕料
2,000万円は、五輪原道路の路肩・法面の修繕、応
急復旧とのことだが、災害の状況は。また、この箇所
は旧来の農林道か、または風力発電建設に伴って出
来た資材搬入用の拡張道路のことか。さらに、この
修繕料2,000万円以外に、五輪原に関わる予算が
計上されているか。
答該当の箇所は県道から五輪
原に上がる農道で、路肩が４か
所、法面が１か所崩壊した。さ
らに、部分的にアスファルトも
崩壊した。修繕対象の箇所は
旧来の農道で、五輪原関係の
補正予算はこの件のみである。

問災害発生時のレジリエンス（回復力）について、市
長の基本的な考え・姿勢は。台風７号災害の激甚災
害指定の動向は。単市災害の場合でも、地元負担
金の割合を軽減すべき。激甚災害指定された場
合、地元負担金の割合の見解は。
答私（市長）自身、災害発生の翌日、現場を訪れ、状
況確認を行った。単市の災害復旧事業もしっかり検
討しながら、取り組んでいく。激甚指定の動向につ
いては、現在、公表されていないのが現状である。激
甚災害指定された場合の負担軽減割合について、
通常の災害復旧であれば、地元負担が農地で８％、
農業用施設で５％となり、負担軽減につながると考
えている。

質疑者：河村美典議員
答弁者：農林部長

質疑者：秋久憲司議員
答弁者：市長、農林部長
　　　　都市建設部長

⬆質疑の動画はこちら

げきじん

げきじん

げき

じん

げきじん

厚生委員会が出前懇談会を開催
～津山市民生児童委員連合協議会と対談～

皆さんも、ぜひ、津山市議会議員と懇談してみませんか。
申込方法は、右の二次元バーコードを読み取るか、津山市議会事務局
（電話0868-32-2140）へお問い合わせください。
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津山工業高等専門学校
写真同好会

２ページ目に掲載の不妊不育治
療支援事業　助成内容　１万５
千円から○万円に増額

➡ ○に入る数字１字は?

広報調査特別委員会　［委員長］ 吉田耕造　［副委員長］ 寺坂典子
　　　　　　　　　　［委　員］ 岡田康弘、白石まこと、津本辰己、原行則、丸尾勝

　津山、津山工業、美作高校生、津山高専生の皆さん、
素晴らしい表紙写真をご提供いただき、ありがとうござ
います。毎回力作です！（康）

　みんちゃいクイズの応募件数が史上最高件数でした。
今後、より多くの方に読んでいただけるよう頑張って取
り組んでいきます。（ま）

つやま市議会だよりは、環境保護のため再生紙と植物油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクル（雑紙）にご協力ください。

次のクイズにご回答ください。

正解者の中から抽選でプレゼント

編 集 後 記

締切は 令和5年12月20日（消印有効）

A.図書カード（500円） 　　　　　　　 5名様
B.あば温泉無料入浴券（5枚） 　　 5名様
C.津山まなびの鉄道館無料優待券（1枚） 5名様
D.アルネ津山レストラン「城見亭」
　 お食事クーポン500円分 　　　　　5名様
当選者の発表はプレゼントの発送をもって
代えさせていただきます。

No.112 令和5年
9月定例会

「とある冬の日」 （津山工業高等専門学校 写真同好会）　撮影場所：津山高専北辰寮

政務活動費の活用状況をお知らせします
市政のあり方を問う
補正予算第４次修正案、賛成反対討論
あの質問その後どうなった、厚生委員会出前懇談会

令和５年度一般会計補正予算第４次・第５次 ②～③
④～⑤
⑥～⑫
⑫～⑭
⑮

いつもみんちゃいクイズへご参加いただき、
ありがとうございます。
みんちゃいを読んだ感想や議会への意見など、
大変参考にさせていただいています。
これからも、貴重なご意見、お待ちしております。

クイズ応募状況（過去3回）

ハガキ

18件

19件

24件

108号

109号

111号

ネット

59件

43件

83件

合 計

77件

62件

107件

我々は現在20名で日々の風景や物事を撮影
しています。部員の中には留学生もおり、国を
越えた様々な違った感性を持つ部員が日々
尽力しております。

　一般の方でも市議会傍聴ができると
いうことで行ってみたいと思いました。

　市議会開催日はいつでも誰でも本会議を
傍聴することができます。ぜひ、傍聴にお越し
ください。（康）

第31回

問

 みんちゃいクイズ

ハガキで応募 ハガキに 「①答え　②議会だよりの感想　③議会への意見　④住所　
⑤氏名　⑥年齢　⑦希望するプレゼント」　をご記入の上お送りください。

インターネットで
応募

右の二次元バーコードを読み取ると
「みんちゃいクイズ応募フォーム」につながりますので、
必要事項を入力の上応募してください。

ク イ ズ へ の 参 加

あ り が と う ご ざ い ま す

お便り紹介 ～ご意見にお答えします～ 今月の表紙

〒708-8501 津山市山北520 津山市議会事務局あて宛先

ご意見

30代
市内在住

回 答

　移住してから初めて拝見しました。質
問コーナーに驚きました。こんなに答え
てくれる市議会があることが嬉しいです。
移住してきて良かったと感じています。

　移住してきてくれてありがとうございます。
今後もよりよい津山市にしていきたいと思い
ます。（ま）

ご意見

20代
市内在住

回 答




